周南市議会議会広報特別委員会記録

日　　時　　平成２２年１月２６日（火曜日）午前　９時２９分開議

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前１１時２０分散会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（会議時間４４分）

休　　憩　　午前　９時４５分～午前　９時４７分
　　　　　　午前　９時５０分～午前１０時５５分
場　　所　　第１会議室
出席委員　　委員長　　土　屋　晴　巳　議員　　　　　　委　　員　　田　中　和　末　議員
副委員長　　井　本　義　朗　議員　　　　　　委　　員　　徳　原　尚　一　議員
委　　員　　金　井　光　男　議員　　　　　　委　　員　　中津井　　　求　議員
委　　員　　炭　村　信　義　議員　　　　　　委　　員　　長　嶺　敏　昭　議員
委　　員　　立　石　　　修　議員　　　　　　委　　員　　藤　井　直　子　議員

欠席委員　　委　　員　　尾　﨑　隆　則　議員
事務局職員　書　　　　　　記　　高　階　信　幸
会議に付した事件

　　　　　　議会だより（２月１５日号）について

議会広報の充実について
議事の経過　別紙のとおり
　周南市議会委員会条例第６５条の規定により、ここに署名する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　議会広報特別委員長　　　　土　　屋　　晴　　巳

議会広報特別委員会　議事の経過
　　　午前　９時２９分開議
○委員長（土屋晴巳議員）　ただいまから議会広報特別委員会を開催します。本日の協議事項は、お手元に配付したとおりでございます。

──────────────────────────────

　　　議会だより（２月１５日号）について（要点記録）
最終校正
・最終校正を行い、校正した内容で発行することを確認した。また、細かな修正については、委員長に一任することを確認した。
──────────────────────────────

○委員長（土屋晴巳議員）　ここで、暫時休憩をいたします。委員の方は、そのままお待ちください。

　　　午前　９時４５分
──────────────────────────────

　　　午前　９時４７分

○委員長（土屋晴巳議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。

──────────────────────────────

　　　議会広報の充実について
○委員長（土屋晴巳議員）　議会広報の充実についてを議題といたします。

今回よりグループに分かれての協議となりますが、協議の進め方を説明させていただきたいと思います。この進め方については、先般、３人のグループ長で検討させていただきました。先ほどお配りいたしました議会広報の充実に向けた検討の流れ──この検討の流れに沿って、これからグループに分かれて検討していきたいと思います。この後、一たん委員会を休憩して、休憩中にグループに分かれての協議をしていただきたいと思います。
会場ですけれども、議会だよりグループは第１会議室、こちらでございます。ホームページ・テレビ放送グループは第２会議室、その他広報活動グループは第３会議室に分かれて検討をお願いしたいと思います。

グループ協議は、グループ長の進行で進めていただきますが、補助として、議会だよりグループには事務局の高階書記、ホームページ・テレビ放送グループには石田書記、その他広報活動グループには今田書記に入っていただくことになっております。もう１枚お配りしました検討票をもとに、実施の具体的方法、実施した場合の効果、実施に向けての課題・問題点などを話し合い、最終的にグループとしての結論を出していただくということになります。検討する上におきまして、予算が伴うものは概算経費や費用対効果の面からも検討いただきたいと思いますし、ほかのメディアで対応したほうが効率的だというふうな検討もいただければと思います。例えば、議会報よりホームページのほうが効果的で費用もかからないんではないかというような──一つの例でございますが、そういうところまでの検討をお願いしたいと思います。

概ね１時間協議をしていただいた後、委員会を再開し、グループとして結論が出た項目については、グループ長にその検討結果を報告していただければと思います。
結論が出て、グループ長から委員会に報告された項目については、内容を文書にまとめ各委員に配付いたします。そして、各会派でそれを協議いただきまして、後日開催する委員会で、委員会としての最終決定をしていくという流れを考えております。今後定期的にこの委員会を開催し、任期が６月まででございますので、６月の任期までにはすべての項目について、一応の方向性が出せたらと考えています。当然、予算的措置、関係者等との協議が要るということも出てくるかもしれませんが、そういう方向性を出すということが一番の目的かと思っております。

なお、検討の結果、すぐに実施できるものについては、委員会として順次行っていきたいというふうに思っております。あくまでも、これは特別委員会でございますので、この委員会としてできる裁量権のところ、さらには、これは特別委員会では結論が出せないというものもあるかと思いますが、そういう一つの掘り起こしといいますか、輪郭をつけていくということが、これから６月までに進めていこうと考えているものでございます。

何かこれからのスケジュールと流れにつきまして、皆さんのほうから質問がございますでしょうか。──一応グループ長も、打合せを、金井委員、井本委員、私のほうで、先般しまして、およそ今言いましたところで、一応意見統一をしておりますし、事務局のほうも大体そういう方向で考えていただいておりますので、今後のグループ分けしての協議の中で、またその辺のところは話し合っていただければと思います。

それでは、今から各グループに分かれて協議を行っていただきたいと思います。
──────────────────────────────

○委員長（土屋晴巳議員）　ここで暫時休憩いたします。再開は１０時５０分としたいと思います。

　　　午前　９時５０分
──────────────────────────────

　　　午前１０時５５分

○委員長（土屋晴巳議員）　休憩前に引き続き会議を開きます。

──────────────────────────────

○委員長（土屋晴巳議員）　各グループにおいて検討されたことの報告を、今からいただきたいと思います。

まず、議会だよりグループでございますけれども、報告いたします。時間の関係上、全部通してなかなか検討することができませんでしたけれども、一応その中で方向性が出たものが３つ４つありますので報告します。

常任委員会の行政視察レポートを掲載してはどうかというのが出ているんですけど、これについては、できるだけ掲載の方向でいこうということがグループの見解でございました。

それから、議長交際費の公開掲載をしたらどうかというのが出ております。これにつきましては、やはり公開の方向性で考えるべきだと。ただし、議会だよりでの公開ではなくて、ホームページでの公開がいいのではないかといことで、これについては、ホームページ・テレビ放送グループのほうへ渡したいというのが全会一致でございました。

それから、採択した請願・陳情のその後を追跡レポートして掲載してはどうかという意見につきましては、「追跡レポート」という言葉がどうかという議論がありましたので、請願・陳情につきましては３月の議会のときに諸般の報告ということで議会のほうに上がるので、請願・陳情のその後、状況報告ということも適宜載せていくという方向になりました。
それと、あとはいろいろ、どうしても予算に関する──ページ数をふやしてほしいとか、いろいろあるわけです。一応、このページ数をふやした場合、予算的にどうなのかというのを事務局のほうで、次回までに概算を出してもらうということと、先般アンケートを県内の市、それから他市にしたときに、それぞれの議会だよりも送っていただいておりまして──あちらにあるんですが。一応、議会だよりグループの者は次回の委員会までに、他市の議会だよりをすべて──少し事務局のほうでピックアップしてもらいますけども、目を通して他市がどうかという現状をまず把握しようというところが今回の検討の内容でございました。
次に、ホームページ・テレビ放送グループのほうから報告をお願いいたします。
○委員（金井光男議員）　ホームページ・テレビ放送グループの検討結果を──まあ、きょうは初回でもありましたので、ざっと全部を協議をしましたけども、一点一点を掘り下げてということは次回以降にということで……。

順番にいきますと、議長の動きだけじゃなく議会の動きも発信できるようにとかという部分は、現在もトピックスで対応しているということなんですが、この辺のどういった動きを発信していくかというのは、もうちょっと検討が必要ではないかということがありました。
これは、正副委員長のほうから出た請願・陳情の様式のダウンロードができるようにということだったんですが、この請願・陳情については書式そのものがないと。要するに、決められた──最低限必要なものはもちろんありますけども、決められた書式がない。過去にははがきで来たものも受け付けているというようなことで、あまり書式をばちっとつくってしまうと逆に弊害もあるんではないか、デメリットもあるんではないかということで、現在では最低限必要なものの見本として掲載をしていると。委員さんとやりとりした中では、あんまり型にはめてしまうと、かえって出しづらくなったりすると困るんではないかということで、現状程度でよろしいのではないかと。ただ、それが、載っているところがはっきりわからないというところがあるんで、載せ方の工夫はちょっと必要じゃないかということがありましたけども、現状の範囲で、そういうのを検索したときに検索しやすいというか、見やすいような、載せ方の工夫は、事務局のほうで工夫をちょっとしていただくということでお願いをしましたので、様式そのものをきちっとつくって載せるということは、かえって弊害があるんではないかということになりました。
議会だよりをホームページに載せるというのは、これは現在載せているんで、もし探しづらいようなことがあれば、これも載せ方の工夫を検討しなきゃいけないだろうということでありました。これはすでに載ってますということです。

次に、会議録の検索システムなんですが、会議録検索を兼ねたインターネット中継の実施については、これは予算も伴いますし、要するに、ハードですね、機械の容量とか、対応ができるかどうか。これを事務局のほうで調査をしていただくということで、その調査が出た段階で、その調査結果をもとに再検討させていただくということになりました。
検討していく課題については、ちょっとはしょりますが、次に、議会の休憩中の表示に関すること。これはテレビ放映のほうになるんですが、休憩中に「休憩中」だけ出て、何か、本当に一服してるんじゃないかというような印象があるんで、そこら辺の工夫はぜひ必要だということで、検討するようなりました。ただ、一般質問の休憩中は、次の質問議員名とか、会派名とか、質問項目を流したらどうかというのがあったんですが、これは、各一般質問をされる議員さんの公平・公正ということを考えると、例えば、昼休み１時間あって、１時からやる人のを１時間ずっと放映しておくということがあったり、今は続けてやることも多いので、そういう表示が全然されないまま質問に立つ議員も出てくると。これは、ちょっといかがなものかということがあって、ここまでは踏み込めないけれども、休憩中の画面を使って議会広報を工夫していくということは必要だろうということで、これもそういう方向で検討するということになりました。
それと、録画放送に関することなんですが、これはなかなか現実的には、議会中に放映するので、昼間に生放送をやっている関係で、再放送を昼間にやるということが物理的に難しいということと、これは、きょう確認したところでは、テレビ会社によってやり方も違うということで、ランダムに何回も流している会社もあるということなんです。そういう意味では、テレビ放送会社の自主的な取り組みもあるんで、あまり議会から細かいことまで踏み込んでお願いするのはいかがなものかというのがあったんですが。再放送に関しては、なかなか難しい。検討はこれからもやっていかなくてはいけないと思うんですが。
あと、予算も含めた特別委員会──予算は今特別委員会じゃないですけれども、予算決算常任委員会とほかの特別委員会も放映をということだったんですが、ここまでくると、要するに、インターネット放送をこれから協議していくんですが、インターネット放送のほうでやったらどうかということも含めて、テレビ放映だけじゃなしに、インターネットでの録画放送も含めた検討課題ということに膨らみましたので、そういう方向で、字幕放送も含めて、テレビ放送じゃなかなかハードルが高い部分を、インターネット放送で対応できないかとかも含めて、ちょっと検討していきたいというふうになりました。
最後に、カメラ操作のことなんですが、今議場も工事をしておりまして、大きなモニターも、我々議員からも見えるようなところに出てきますので、それがついた段階では、かなりカメラワークもしやすくなるだろうとは思うんですが、今後、ここは一定の協議をして、この委員会で結論が出れば、申し合わせということに多分なるだろうということで、議運か代表者会議かで、この委員会で出た意見ということで、委員長のほうから議長のほうを通じて、申し合わせで対応をすれば、この辺のカメラ操作については、次の３月議会からもう取り組みは可能であろうということで、これも次のときには結論を出したいと思います。大体、以上です。

○委員長（土屋晴巳議員）　次に、その他広報活動グループ、お願いいたします。
○委員（井本義朗議員）　では、その他広報活動グループですが、全体的に通していろいろ議論したんですが、結果までいったのは、まだないんですが。
　上からいきますと、議会棟へ垂れ幕「議会開催中」の掲示、これは方向性としては広報、ＰＲになるので、やっていったらどうかという話だったんですが、議会開催中は、何を市民に掲示するのかという──傍聴だけでなく、今開催中だから注視してくださいというお知らせであれば議会棟でなくても、目立つ公共施設であればどこでもいいんじゃないかというような話もありました。議会棟でなければ１つといわず幾つでも──その掲示する手間はあるんですが、いいんじゃないかと。費用がかかりますので、例えば垂れ幕一つどれぐらいかかるのか、そこら辺をちょっと検討、調査して、また考えようというような話になりました。また、書いてある文言に「開催中」と書くのであれば、日付が必要ではないかとか、またそういうところも今後検討をしていこうということになっております。
　次の、老人クラブ、婦人会等への傍聴ＰＲ。これも準備が整えばすぐできるんじゃないかという方向性になりましたが、方法としては、市議会として傍聴ＰＲの紙面を作成し、老人クラブ会長なり婦人会長にお配りしていただくようにお願い行くというような話になりましたが、その団体というのが、老人クラブ、婦人会だけにとどまっていいのか。商工会や社協なんかも含めて、もっと広くできるんじゃないか。また、先ほども言いました、傍聴ＰＲだけじゃなくて、開催中というようなお知らせも含めたＰＲでいくのかどうかということも、また検討したいと……。また、その問題点としては、傍聴者がふえれば傍聴規則の遵守というのが──携帯電話とか、とういったものを遵守させるというのを、どういうふうに図っていくのか問題じゃないか、ということになりました。
　続きまして、社会見学の行程に入れてもらうように小学校にＰＲ。これは、小学校──社会見学というのが時期的には４月とかになるので、傍聴のコースという形は、なかなか難しいんじゃないかというような話、また、社会見学の一つの行程で議場見学ということになれば、それで、議場だけでコースの一つとして取り入れるのは難しいんじゃないかというような──例えば、ほかの公共施設を回る上での、コースの一つとして考えるのであればいいかもしれないが、学校のほうでいいコースがつくれるかといったら、難しいかもしれないなという、そこもちょっと検討、考えていきたいと思っています。
　続きまして、各種メディアを使った広報。これは３項目にわたるのですが、現状、どういうものが流れているかというのを、３月議会もありますので、新聞、ケーブルテレビの文字放送などで、どういうものが流れているのかというのを３月議会で調査、資料を集めまして、今後検討していこうということになっております。

　その次、ミニコンや研修会。これも関係団体というのはどういうところがあるのか。マスコミ各社や印刷会社にノウハウを聞くとか、また一般市民に対してどれほど──学校の先生などが見て、どれほどわかりやすい紙面になっているか、というようなことだと思うんですが、これももうちょっと継続で審査していきたいということになっております。
○委員長（土屋晴巳議員）　ありがとうございました。

きょうが初めて具体的に検討する委員会の第１回目ということで、なかなか結論が出たというものは、ちょっとないように思います。方向性それから今後の継続というところが主だったかと思うんですけど、一応きょう３つのグループから報告があったことについては結論ではございません。一応、報告内容ということで、文書に一応はまとめておきたいと──一応、事務局のほうでは、議事録としては残させていただきますが、各委員のほうへの配付ということは、結論が出てない状況ですので、そちらのほうの配付はいたしません。
ただ、先ほど言いました、議会だよりグループのほうから出ました議長交際費の公開掲載ということについては、申しわけございません、ホームページ・テレビ放送グループのほうで扱っていただくということでよろしいでしょうか。──そちらのほうに回すということで、よろしくお願いいたします。
当然、なかなか結論は出ないだろうということは想像していたところなんで、もう一度、次回２月に再度この議会広報の充実についてだけの議題で開きたいと思っておりまして、きょう皆さんに日程のことを御相談させていただきたいと思います。

事務局で日程をお願いいたします。

○議会事務局書記（高階信幸君）　次回の委員会の日程でございます。２月に入りますと一部事務組合等の会議がたくさん入ってきますので、それを外したところでの日程でございますが、２月９日火曜日、１０日水曜日、そのあたりと、次の週です。２月１６日、１７日、これも火曜日と水曜日ですが、そのあたりが一部事務組合等、ほかの会議等が入っている委員がいらっしゃいませんので、そのあたりで検討いただければと思います。
○委員長（土屋晴巳議員）　今、事務局からありましたように、２月９日火曜日、２月１０日水曜日と２月１６日火曜日、２月１７日──２月１７日は一般質問の通告、水曜日ですが。ここで皆さんの御予定をお聞かせいただきたいのですが。（「午前中ぐらいか」と呼ぶ者あり）午前中を考えております。（発言する者あり）じゃあ１６日はバツですね。１７日も一般質問の通告が始まる日ですので──だと、９日か１０日でと思うんですが──（発言する者あり）じゃあ一応、２月１０日を予定させていただきますので、御予定のほうをお願いいたします。次回は２月１０日９時半から、この第１会議室ということで考えておいていただければと思います。
　皆さんのほうから、何かございますか。

〔「なし」と呼ぶ者あり〕

──────────────────────────────

○委員長（土屋晴巳議員）　以上をもって、委員会を散会いたします。お疲れさまでございました。
　　　午前１１時２０分散会
──────────────────────────────
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